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登壇 

 

山田：それでは定刻になりましたので、ただ今よりヒロセ電機、決算説明会を開催いたします。 

本日はご参加いただき、ありがとうございます。弊社側、管理本部長の鎌形、進行を務めます私、

広報・IR 室、山田、および芦田でございます。今回もオンライン開催になりますが、よろしくお

願いいたします。 

まず冒頭、本会の説明をさせていただきます。本日の決算説明会資料ですが、ご参加の画面上のリ

ンクから PDF ファイルをダウンロードいただき、お手元でご覧ください。同様に昨日 2 月 1 日に

東証にて開示しております決算短信もリンクがございます。通期業績予想の修正に関するお知らせ

等、その他の開示資料については、弊社ウェブサイトの IR ページに遷移していただき、ご覧いた

だけるようになっております。ご説明の際にはページ番号を申し上げますので、ページ送りは各自

でお願いいたします。 

次に、質疑のところは電話回線より参加者様よりご発言いただき、弊社より回答するという対面と

同様の双方向での方式を取ってございます。受付順にこちらからご案内させていただきますので、

順番にご発言いただくようご協力のほどお願い申し上げます。 

まず資料に基づきまして、私より 24 年 3 月期第 3 四半期の決算のご説明を申し上げてまいりま

す。後半の通期の業績予想、その他取り組み事項等については通常、管理本部長の鎌形よりお伝え

するところではございますが、本日喉を痛めておりお聞き苦しいと思われますので、代わってその

まま山田よりお話しさせていただきます。残り時間で先ほどのとおりご質問をお受けいたしますの

で、その際は鎌形も対応させていただきます。閉会は 11 時 30 分を予定しております。ご参加者

さまのご協力をお願いいたします。 



 
 

 
 

 

それでは、まず 3 ページからお願いいたします。業績サマリーです。2023 年度第 3 四半期は、自

動車・モビリティ関連向けが伸長。スマートフォン・携帯端末向けは堅調な推移ながら、一般産機

向け、およびコンシューマ・モバイル機器向けは厳しい市況が継続しました。第 3 四半期累計の対

前年比売上は、マイナス 12%となり、営業利益はマイナス 31.4%、営業利益率は 21.8%となりまし

た。 

受注ですが今期 2Q と比較すると減少しており、前年 3Q とほぼ同じレベル、3Q 累計の前年同期比

としてはマイナス 12.7%となっており、回復が遅れております。 



 
 

 
 

 

続きまして、４ページは四半期ごとの売上、利益の推移グラフになります。23 年度第 3 四半期

は、売上 422.5 億、営業利益 100.4 億、営業利益率は 23.8%となりました。売上はほぼ横ばいなが

ら、営業利益は確保できております。 



 
 

 
 

 

そして５ページになります。決算概要になります。2023 年度第 3 四半期売上は累計で 1,251.6 億

円、前年同期比がマイナス 12%。営業利益は 272.3 億円、前年同期比はマイナス 31.4%、営業利益

率は 21.8%。税前利益が 306.3 億円、当期利益が 207.1 億円、総資産残高 3,953.7 億円、自己資本

比率は 90.3%、１株当たり当期利益は 602.04 円という結果でした。為替の実績はドル 143.29 円、

ユーロ 155.29 円、ウォンは 100 ウォン当たり 10.90 円でした。 



 
 

 
 

 

続いて、6 ページに対前年の主要増減をまとめてあります。売上減 170 億円のうち、一般産機向け

市場の売上がマイナス 126 億円、コンシューマ・モバイル機器向けでマイナス 69 億円という結果

でした。売上原価率は昨年の 50.8%から 4.8 ポイント落ちて、55.6%と 2Q と同じ結果でした。 

次に変動費率ですが、各種の値上げ傾向による仕入れコスト増や、生産減による稼働率低下による

悪化も含め、1.6 ポイント上昇いたしました。 

2Q の段階でご説明申し上げており繰り返しとなりますが、昨年度の在庫増加後に年度の後半で受

注が急減、そして年度末にかけて生産も急減させておりました。この影響で、今年度 1Q に在庫の

未実現利益消去の会計処理が出ております。 

販管費は物流費の減少などで金額は 28.8 億円のマイナスと大きく減少しましたが、率としては 0.6

ポイントの悪化となり、販管費率 22.1%という結果でございました。 

金融収支は為替差益、受取利息ともに増加し、20.8 億円の良化という結果でした。 



 
 

 
 

 

続いて 7 ページ、お願いいたします。対前年 3Q 累計の変動分析になります。為替の影響は、売上

ではプラス 56.5 億、営業利益ではプラス 36.5 億円でございました。人件費減にて 13 億円プラ

ス、荷造運賃費減により 16.8 億円の良化。固定資産の除却損は 2Q に引き続き実施しており、8.4

億円を計上しております。 

稼働減による原価率悪化の影響で 53.2 億円の減少、物量減他として 129.1 億円の減少としていま

す。 



 
 

 
 

 

続きまして、8 ページが BS 資産の部になります。現金のところは、定期預金からの振替でプラス

77 億円ながら、配当金 172 億と自社株買いにより、マイナス 126.9 億円となっております。棚卸

資産は、引き続き減少しております。円安による影響も含んでおりますので、実質的には 37 億の

減少という認識でございます。その他金融資産は、郡山新工場等への投資のため減少し、有形固定

資産に回っています。 



 
 

 
 

 

続いて、9 ページは負債と純資産の部になります。支払債務は、国内支払サイト短縮の影響が出て

いるのと、生産減少によるものです。純資産の部、配当金支払により 172 億円、自己株買いによ

り 65 億円のマイナスがありました。また、その他のところ、円安影響による為替換算調整として

プラス 88 億円が入っております。 



 
 

 
 

 

続きまして、10 ページの設備投資と償却費の推移になります。3Q 累計の設備投資額は 145 億円、

償却は 105 億円でした。23 年度通期では投資 180 億円から 190 億円に増加と予想しています。こ

ちら、2Q のところで経費の精査は実施するものの、将来の拡大に向けた必要な投資は継続いたし

ますとお伝えしたとおり、先への仕込みとして生産の準備を進めていることから予想を上げており

ます。 

償却は 155 億円から 150 億円と減少の予想と、3Q までの進捗を見て修正いたしました。資料に記

載はございませんが、3Q の研究開発費は 82 億円という実績でした。研究開発費の 23 年度予想は

125 億円のまま変更はございません。 



 
 

 
 

 

続いて 11 ページ。海外販売比率と海外生産比率の推移になります。 

3Q 累計の海外販売比率は 79%で、こちらは産機向け不振の影響といえるかと思います。海外生産

比率は 50%となっています。 



 
 

 
 

 

続きまして 12 ページ、ここからは分野別の結果になります。 

最初は一般産機向けの売上推移になります。23 年度第 3 四半期の売上は 119 億円、累計で 401 億

円、前年同期比ではマイナス 24%でした。2Q の 130 億円から、また一段下がっております。 

分野構成比としては 1Q 結果が 39%、上期が 35%であったところ、3Q 累計で 33%と縮小いたして

おります。お客様先の在庫は減少していると思われますが、まだ新規発注につながるには至ってい

ないようで、受注の低迷が継続しております。 



 
 

 
 

 

続いて、13 ページはスマートフォン・携帯端末向けになります。23 年度 3Q 累計売上は 268 億円

と、前年同期比でプラス 3%という実績です。2Q からはプラス 2 億円と差が小さかったのは、2Q

での部品の取込みが例年より旺盛であった結果と読んでおりますが、トータルとしてはほぼ予定ど

おりの進捗状況となっております。 



 
 

 
 

 

続きまして 14 ページ、コンシューマ・モバイル機器向けになります。3Q の累計は 186 億円、前

年同期比マイナス 27%という結果です。22 年度の 4Q から 23 年度の 2Q までは徐々に上げてきて

おりましたが、3Q にきて減少に転じました。在庫は解消されているものの、実需が弱いといえる

かと思います。 



 
 

 
 

 

続いて 15 ページ、自動車・モビリティ関連向けです。2Q の 102 億から 115 億円と伸ばして、累

計で 310 億円。前年同期比プラス 15%の 310 億円となりました。構成比としては上期 24%であっ

たところ 3Q は 26%となっており、引き続き過去最高を更新しております。 



 
 

 
 

 

16 ページは、通信インフラ機器向けと事務機器向けの売上実績・推移になります。こちら、特に

コメントすることはございません。 



 
 

 
 

 

このまま管理本部長の鎌形に代わって、山田にて続けさせていただきます。 

17 ページ、分野別の年間売上予想のアップデートでございます。 

点線白抜きの部分が 23 年度 8 月時点の予想で、その右側、青いところが 3Q までの進捗を見て今

回アップデートした通期の予想というかたちでお示ししております。 

まず、一般産機です。先ほど受注の低迷が継続しているとお伝えいたしましたが、お客様先の在庫

が想定より多く確保されていることに加え、エンドの装置自体が中国での設備投資の停滞を受けて

弱い状態で、在庫の消化に時間を要しております。 

8 月時点では、3Q 後半辺りからの戻りを想定して 600 億円と置いていたのですが、先ほどご覧に

入れたとおり、2Q から 3Q にかけての結果に上昇は見られず、4Q にかけて急激にリカバリーする

期待も難しいことから、見通しを 500 億円とし、22 年度対比マイナス 13%としていたところをマ

イナス 28%と更新させていただいております。直販、代理店によって様子に差があるわけではな

く、市中在庫については全体として、少しずつではありますが減ってきている感じを受けておりま

す。 



 
 

 
 

次に、スマートフォン・携帯分野のお話をさせていただきます。こちらは中華系が 2Q あたりから

回復してきていること、韓国系の見通しを厳しめに見ていたところが想定より好調であることか

ら、8 月時点ではマイナス 4%の 325 億円としていたところ、プラス 3%の 350 億円へと修正いた

します。 

コンシューマ・モバイル分野です。ここは 8 月修正の時点で、想定よりスロースタートであるとお

伝えしており、それでも季節性もあって 2Q までは売上も上方に向かったのですが、この流れは続

かず、3Q でまた下がっております。この中でも当社シェアが高いウェアラブル製品群のエンドの

伸びが見られず、部材の取込みにつながっていない背景がございます。季節性もある分野で 4Q で

のリカバリーも難しいことから、275 億円の予想を 235 億円に修正させていただきます。 

自動車分野ですが、こちらは期初から続く堅調な様子と 4Q への期待を反映して、プラス方向に修

正いたしました。中国の EV 向けをはじめとして上がってきており、生産台数の戻りとともにアン

テナやインフォテイメント向けも伸びております。 

 

次のページをお願いします。23 年度業績予想です。赤枠が今回修正した部分であります。 



 
 

 
 

8 月に 1,720 億円と公表いたしました売上ですが、100 億円マイナスの 1,620 億円とさせていただ

きます。一般産機分野の受注回復の遅れが、大きな要因といえます。 

それに併せまして、営業利益のところも 385 億円を 330 億円というかたちで修正しております。

営業利益率は 22.4%の見通しでございましたけれども、そちらを 20.4%の見通しとしております。 

1 株当たりの利益は通期で 757.73 円ですが、1 株当たりの配当は 2Q でお示しした 440 円を据え置

いており、配当性向としては 58.1%となります。 

為替の前提は US ドル年間で 142 円、ユーロは 155 円、ウォンは 0.1070 円であります。 

当初の 5 月の発表から 8 月に続いて修正となりましたこと、おわび申し上げます。当社の最新の状

態をもとにした予想を飾らずにお伝えしたく、修正発表とさせていただきます。 

 

19 ページ以降は、将来の成長に向けた取り組みのご紹介となります。 

産機市場向けの製品ライフは長く、またバリエーションも多様なので、従来からあるラインナップ

の貢献は大きいのですが、付加価値の高い新製品が当社の強みであり、12 月に新しい FA 向けのオ

リジナル製品をリリースしております。 



 
 

 
 

技術開発力とともにマーケティング力にも自信がありますが、労働者不足といったメガトレンドや

お客様が持つお困りごとから、コネクタに求められるニーズを捉えて開発いたしました。今後、長

期に渡りご採用いただける製品となっていく予定です。詳細はウェブサイトにプレスリリースとし

て掲載しております。 

 

20 ページ、1 月に例年北米で開催される CES に出展したご報告です。自動車、民生市場への PR

と最新市場の調査として今年も参加し、多くの関心をいただいており、現在営業にてフォローして

いる最中でございます。 



 
 

 
 

 

21 ページ、例年このタイミングでお知らせしておりますが、総合カタログを 1 月に改定しており

ます。 

冒頭 16 ページにわたり、当社がターゲットとするアプリケーションと製品をご紹介しておりま

す。通常分野単位でお話ししておりますが、具体的なアプリケーションのイメージを持っていただ

けるかと思いますので、本会にご参加の皆様にもご紹介させていただきました。 

10 月に 23 年度版の統合報告書を発行しておりますが、この英語版がつい先日、1 月末に完成して

おりますので、こちらも併せてご紹介させていただきます。 



 
 

 
 

 

最後のスライドになりますが、11 月 28 日に発表しております、信託を用いた従業員向け株式イン

センティブプランについて触れておきます。 

国内従業員に対し当社株式の交付をすることにより、業績や株価への意識を高め、従業員エンゲー

ジメントを図るとともに、企業価値向上に向けた意識を醸成することを目的としております。従業

員も一株主として、投資家の皆様と目線を合わせて日々の業務に取り組んで参りたいと思います。 

資料に沿った説明は以上となります 

 

 

 

免責事項 

本資料には、ヒロセ電機の現時点における予測に基づく記述が含まれています。 これら将来に関 

する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性その他の要因が内在しており、当社における実 

際の業績と異なる恐れがあります。ご承知おき下さい。 


